
戦
後
の
我
が
国
に
お
け
る

会
計
監
査
制
度

!
ー
と
く
に
註
券
取
引
法
に
よ
る

公
認
会
計
士
の
監
査
制
度
に
つ
い
て

l
l

• 

中

ば

レ

が

J

一

、

公

認

会

計

士

法

の

誕

生

一

ご
、
監
査
基
準
・
監
査
実
施
準
則
の
発
表
一

一
二
、
証
券
取
引
法
(
第
百
九
十
三
条
の
一
一
)

L

凶
、
初
年
度
監
査

豆
、
次
年
度
監
査

六
、
第
三
次
監
査

七
、
第
四
次
時
監
査

八
、
第
五
次
監
査

九
、
今
後
の
問
題

き

戦
後
の
我
が
国
に
お
け
る
会
計
監
査
制
度

村

清

(
以
上
前
号
)

(
本
号
掲
載
)

、、』一一-一一一，ノ--一一一一ーー~

(
次
号
掲
載
)

前
号
に
於
て
は
「
戦
後
の
我
が
国
に
お
け
る
会
計
監
日
命
的
皮
」
い
山
一
概
要

。
管
説
明
す
る
に
当
り
、
上
記
目
次
の
一
示
す
如
く
ω

先
ず
第
一
に
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
、
「
公
認
会
計
『
丁
法
」
が
誕
坐
し

た
が
、
何
故
戦
後
の
我
が
国
に
公
認
会
計
士
が
必
裂
と
な
っ
た
の
か
。
次

に
一
体
公
認
会
計
士
の
業
務
は
何
が
。
を
の
公
認
会
計
土
と
な
る
為
に
は

如
何
芯
る
試
験
化
合
俗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
ま
た
、
そ
の
試
験

の
現
在
ま
で
一
ω
概
況
ら
述
べ
た
川
一
で
あ
る
。

次
に
第
二
花
、
昭
如
二
十
五
年
九
月
、
経
済
安
定
本
部
企
業
会
計
基
幣

審
議
会
は
、
「
監
査
基
準
)
及
び
「
監
査
実
施
準
則
」
山
片
山
中
間
報
告
の
形

式
で
発
表
し
た
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
、
と
の
「
臆
査
基
準
」
が
何
故
設

定
さ
れ
た
か
及
ひ
そ
の
体
系
ぞ
述
べ
、
次
に
一
監
査
実
施
準
則
」
の
設
定

理
由
及
び
そ
の
内
容
ぞ
簡
単
に
述
べ
た
の
で
あ
る
。

第
一
二
に
は
、
悩
和
二
十
五
年
三
月
、
一
読
券
取
引
法
」
の
一
部
改
正
に

よ
り
「
第
白
九
十
三
条
の
ご
」
が
新
設
さ
れ
た
心
で
あ
り
、
で
は
一
体
如

何
な
る
条
交
で
あ
る
か
伝
述
べ
、
次
に
、
昭
和
一
一
十
六
年
三
月
、
と
の
条

文
に
基
く
「
熊
孟
証
明
規
苅
」
が
、
証
券
取
引
委
員
会
規
則
と
し
て
公
布

さ
れ
た
、
か
、
と
の
規
則
は
如
何
な
る
も
の
か
ぞ
述
べ
た
の
で
あ
る
。

盟

初
川
市
広
監
査

ム
「
迄
述
べ
て
き
た
監
査
証
明
用
品
則
は
「
古
川
明
の
財
務
諸
表
髄
資
」
ぞ
臼

的
と
レ
て
の
規
定
で
あ
り
、
詳
言
す
れ
ば
、
証
券
取
引
法
の
規
定
に
よ
り

会
社
の
一
公
表
す
る
財
務
諸
表
が
、
会
社
の
経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
v
G
適

正
に
表
示
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
幣
査
そ
目
的
と
し
て
の
規
定
で



戦
後
の
我
が
国
に
お
け
る
会
計
監
杢
制
度

あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、
と
の
よ
う
な
正
規
の
財
務
持
表
監
杢
は
、
何
せ
A
r
迄

に
我
が
国
に
お
い
て
は
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
証
券
取
引

法
の
意
図
す
る
こ
の
よ
う
な
正
規
の
財
務
諸
表
監
去
を
、
こ
の
規
則
の
実

施
さ
れ
る
昭
和
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
、
直
ち
に
実
施
す
る
こ
と
は
、

技
術
上
か
ら
も
困
難
で
あ
ら
う
し
、
叉
実
際
上
無
理
で
も
ふ
め
ら
ラ
と
い

5

こ
と
か
ら
(
註
〉

ζ

れ
か
ら
述
べ
る
よ
う
な
「
初
度
監
査
」
(
「
初
年
度
監

査
L
〉
に
関
す
る
規
定
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

(註
u

早
沼
岡
大
学
放
授
佐
藤
孝
一
博
士
は
、
直
ち
に
「
玉
説
。
財
務

諸
表
監
査
」
ナ
な
わ
ち
「
監
査
証
明
規
則
」
を
実
施
ナ
る
の
困
難
な

理
由
ょ
し
て
、
次
の
よ
う
に
列
挙
き
れ
吃
い
る
。

①
先
ず
何
分
に
も
、
そ
れ
が
我
が
国
に
h

引
け
る
劃
期
的
な
制
度
で

あ
る
乙

E
。

@

従

A
J
T
被
覧
恋
会
社
側
に
お
い
て
も
、
こ
れ
が
前
拠
条
件
売
る

内
部
統
制
組
織
の
不
完
備
そ
の
他
の
民
盗
受
入
制
を
欠
い
て
い
る

とエ』。

③
公
認
会
計
士
側
に
お
い
て
も
経
験
及
び
人
員
が
不
足
し
て
い
る

と
と
。

@
交
に
叉
多
数
の
会
社
の
決
算
日
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
こ
と
。

⑤
監
査
に
対
ナ
ち
社
会
認
識
の
低
調
な
我
が
国
で
は
料
金
問
題
に

つ
い
て
も
簡
単
に
処
理
で
き
な
い
と
と
拳
々
。

佐
藤
孝
一
若
「
現
代
政
査
諭
」
一

O
八
瓦

そ
ζ

で
こ
れ
ら
の
問
題
を
急
速
に
解
決
せ
ね
ば
た
ら
仕
く
な
っ
た
の
で

二
一
回

証
券
取
引
委
員
会
は
、
会
計
厳
賓
基
準
懇
談
会
(
註
一
U

を
設
置
し
、
各

関
係
万
一
向
の
意
見
合
聴
取
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
懇
談
会
の
会
議
が
、

昭
和
二
十
六
年
三
月
中
旬
よ
り
七
月
下
旬
迄
六
回
開
催
さ
れ
、
種
々
協
議

の
結
果
そ
の
中
間
報
告
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
が
、
「
会
計
制
度
監
査
準

則
」
(
註
{
乙
で
あ
り
、
ま
た
同
準
則
附
録
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
が
、

「
内
部
統
制
の
質
問
書
」
(
註
三
〉
で
あ
る
が
、
と
の
う
ち
前
者
は
、
こ

の
懇
談
会
か
ら
証
券
取
引
委
員
会
へ
建
議
さ
れ
、
同
委
員
会
で
は
、
各
準

則
を
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
て
公
表
し
た
の
が
、
前
述
し
た
「
初
度

監
査
実
施
要
領
」
(
昭
和
ご
十
六
年
註
総
務
百
九
十
九
号
遜
ち
ょ
う
〉
で

あ
っ
て
、
初
度
監
査
に
関
す
る
規
定
は
後
述
す
る
よ
う
に
主
と
し
て
こ
の

初
度
監
究
実
施
要
領
の
第
六
か
み
第
十
(
詑
囚
〉
ま
で
に
お
い
て
明
か
に

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
前
記
「
誌
査
証
明
規
則
」
の
適
用
が
相
当
に
緩

和
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
正
規
の
財
務
諸
表
監
査
を
行
わ
な
い

で
会
計
制
度
の
監
査
が
一
実
施
す
る
と
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(
註
一
)
「
会
計
監
査
基
準
懇
談
会
」

ζ

れ
は
、
経
済
団
体
連
合
会
ハ
4

会
員
十
四
名
〉
日
本
公
認
会
計
士
協

会
ハ
委
員
十
名
)
絞
済
安
定
本
部
企
業
会
計
基
準
衆
議
会
ハ
委
員
一
一
一

名
)
乙
れ
ら
委
員
か
ら
構
成
し
、
と
の
外
に
、
証
然
取
引
委
員
会
、

公
認
会
計
士
管
理
委
員
会
、
経
済
団
体
連
合
会
及
び
企
業
会
計
基
準

ム
審
議
会
事
務
局
が
傍
聴
者
と
し
て
と
れ
に
参
加
し
た
。

ハ
詰
ご
〉
「
会
計
制
民
監
査
機
J

則」

と
れ
は
、
前
話
会
計
監
査
甘
帯
地
中
懇
談
会
が
昭
和
二
十
六
年
七
月
、
初

・
皮
由
民
中
品
川
の
絢
か
い
内
容
や
手
続
に
つ
い
て
説
明
を
必
要
と
ナ
る
の
で



中
間
報
告
の
形
式
で
発
表
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
と
れ
に
は
、
初
度

監
査
の
手
続
・
内
容
・
あ
り
方
等
を
設
現
し
て
い
る
も
の
で
る
る
。

ナ
な
わ
ち
、
初
山
氏
監
査
ぷ
於
て
は
、
位
交
の
範
問
、
手
続
を
簡
略
に

ナ
る
が
、
そ
の
政
査
の
目
的
を
、
企
品
誌
の
会
計
制
、
民
の
整
備
・
運
用

の
検
査
に
物
か
れ
℃
い
る
こ
と
で
あ
ち
ο

こ
の
た
治
、
手
裁
の
財
務

諸
表
段
査
に
ま
で
ね
及
は
な
い
の
で
る
ワ
ゼ
、
会
社
。
内
部
機
構
・

会
計
組
級
。
会
計
処
理
・
内
部
け
ん
制
組
織
な
ど
の
検
査
に
重
点
が

お
か
れ
る
の
で
る
り
、
士
山
た
そ
の
結
国
木
、
実
査
、
確
認
、
照
合
ハ
外

部
関
係
者
と
の
書
類
の
)
な
ど
の
よ
う
な
手
続
は
省
略
さ
れ
る
。

(
健
一
一
一
)
「
内
部
統
制
の
質
問
書
」

と
れ
も
、
品
川
記
会
計
監
盗
基
準
懇
談
会
が
中
間
戟
告
の
形
式
で
八
公
表

し
た
も
の
で
る
り
、
こ
の
質
問
警
は
、
製
法
工
業
を
後
む
株
式
会
社

の
初
度
監
査
に
お
い
て
、
公
認
会
計
士
が
会
社
の
内
部
統
制
組
織
を

調
査
し
、
そ
の
適
否
を
検
討
ナ
る
場
合
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

ζ

の
質
問
委
に
つ
い
て
は
、
山
話
回
数
授
論
文
(
「
内
部
統
制
質
問
誕
百
」

に
関
ナ
る
注
意
事
項
V

雑
誌
、
監
益
、
第
一
一
一
会
策
一
号
、
昭
和
一
一
十

七
年
二
月
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
註
四
〉
「
初
反
政
査
実
施
要
領
」
(
第
六
1
l
j比
四
十
〉

第
六

l
初
反
政
査
に
お
け
る
監
査
証
別
の
要
領
に
つ
い
て
の
規
定

第
七

l
初
皮
監
査
に
お
け
る
監
査
報
告
書
へ
の
記
載
要
領
に
つ
い
て

の
規
定

第
八

l
初
皮
民
査
に
h

引
け
る
監
査
手
続
に
つ
い
て
の
裁
定

第
九

I
初出炭

um
査
に
お
け
る
監
査
概
要
舎
の
提
出
に
つ
い
て
の
規
定

戦
後
の
誌
が
固
に
お
け
る
会
計
厳
否
制
度

第
十

i
監
査
概
要
警
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
の
規
定

と
の
よ
う
な
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、

計
制
度
監
査
準
別
」
の
序
一
ヨ
に
は
、
次
の
よ
う
に
一
不
さ
れ
て
い
る
。

「
証
券
取
引
法
に
基
き
、
株
式
会
社
に
対
し
て
、
ぬ
一
認
会
計
士
の
財
務

諸
表
監
査
を
実
施
す
る
に
当
つ
て
は
、
と
の
制
度
の
合
理
的
な
運
営
を
計

り
、
円
滑
な
る
発
展
化
資
す
る
た
め
、
お
ら
か
じ
め
万
全
の
措
置
を
諮
じ

遺
漏
な
き
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。
殊
に
わ
が
国
に
お
い
て
は
従
来
こ
の
種

の
監
査
の
経
験
に
乏
し
く
、
恐
ら
く
今
回
が
、
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
従
っ
て
依
頼
人
は
、
監
査
の
実
施
を
容
易
な

ら
し
め
る
た
め
及
ぶ
か
ぎ
り
受
入
体
制
の
整
備
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、

監
査
人
も
ま
た
こ
れ
が
会
社
経
理
に
お
よ
ぼ
す
霊
大
な
影
響
に
鑑
み
、
前

も
っ
て
そ
の
準
備
に
慢
重
な
る
考
慮
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
般
に
初
度
監
査
は
、
通
常
の
最
査
手
続
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
会
社

の
内
部
事
情
に
関
す
る
精
細
な
調
査
そ
の
他
特
別
の
手
続
止
を
必
要
と
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
次
年
度
以
降
の
監
査
に
比
し
、
多
大
の
時
日
と
手
数
を

要
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
初
年
度
よ
り
た
だ
ち
に
監
査
基
準

に
基
く
財
務
諸
表
院
五
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
現
状
に
お
い
て

は
、
依
頼
人
に
対
し
て
不
汽
な
犠
牲
を
強
い
る
の
み
な
ら
ず
、
監
査
人
に

も

ι
っ
て
も
過
大
な
負
担
と
な
る
塊
れ
な
し
と
し
な
い
。

か
く
て
、
及
ぶ
か
ぎ
り
無
用
な
摩
擦
を
避
け
る
た
め
、
疋
規
の
監
査
は

と
れ
を
次
年
度
以
降
に
延
期
し
、
初
年
度
に
お
い
て
は
、
予
備
的
な
監
査

を
行

5
に
と
ど
め
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
初
度
監
査
に
か
ぎ
り
、

監
査
計
画
設
定
に
必
要
な
諸
条
件
の
調
査
検
討
に
、
そ
の
範
囲
を
限
定
す

「人{耳

二
一
五



戦
後
の
我
が
同
に
お
け
る
会
計
監
斉
制
一
反

る
こ
と
こ
れ
で
あ
る
Q

こ
の
種
の
拾
置
を
講
ず
る
ゆ
え
ん
は
、
専
ら
正
規

の
覧
査
を
実
筋
、
す
る
に
先
立
ち
、
会
社
を
し
て
そ
の
受
入
体
制
を
整
備
充

実
せ
し
め
る
と
と
も
げ
~
、
公
認
会
計
士
に
対
し
、
会
社
の
実
情
に
出
目
す
る

機
会
を
あ
た
え
て
、
合
理
的
な
隠
査
計
画
設
定
の
便
女
図
る
た
め
に
よ
か

た
ム
な
い
。
」

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
し
て
、
初
年
度
軽
査
に
お
い
て
は
、
次
の
よ

う
な
監
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
為
る
Q

し
か
し
て
、
と
の
会
計
制
度
監
査
は
、
正
規
の
財
務
諸
表
品
目
査
の
一
部

分
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
更
に
、
新
し
〈
被
駈
査
会
社
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
先
ず
最
初
に
常
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
勿
'
論
、
初
め
か

ち
正
規
の
財
跨
諸
表
監
官
官
一
γ
実
施
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。

(
註
)
会
計
制
皮
笠
査
の
構
想
に
つ
い
て
は
「
会
計
制
度
監
査
準
則
」

及
び
「
巧
部
統
制
の
質
問
書
」
円
一
起
草
に
営
ら
れ
た
一
橋
大
学
荒
田

町
岡
敬
授
の
左
記
論
文
於
参
照
さ
れ
た
い
。

「
初
皮
監
査
に
つ
い
て
」
産
業
経
理
、
第
一
一
巻
第
七
号

mm和
二

十
六
年
七
月
号
L

「
会
計
制
ぱ
監
査
問
一
階
恋
」
一
橋
人
一
同
議
、
第
一
二
六
巻
第
六
号
(
昭
和

一
一
十
六
年
十
二
月
号
)

で
は
、
次
ぽ
「
初
一
度
監
査
」
の
概
要
を
述
ベ
ょ
う
。

③
初
度
勲
氏
の
基
本
方
針

川

監

査

の

目

的

被
賠
査
会
社
の
会
計
制
度
に
つ
ぎ
、
当
該
公
認
会
計
士
の
意
廷
を
表
明

ず
る
た
め
に
行
う
こ
と
。
(
初
度
監
査
実
施
要
領
訪
問
六
、
第
一
号
)

ー
ム
ノ、

初
度
監
査
は
、
財
務
諸
表
の
基
礎
と
な
る
会
計
制
度
に
つ
い
v
て
意
必
を

表
明
す
る
と
と
が
目
的
で
ふ
る
が
、
こ
の
会
計
制
度
に
つ
い
て
の
意
見
表

明
と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
単
に
、
制
度
批
判
の
み
で
な
く
、
制
度
の
改
善

整
備
を
期
待
す
る
の
で
あ
っ
て
、
不
備
や
欠
点
が
ふ
る
場
合
に
は
、
そ
の

合
理
的
な
改
善
守
勧
告
し
、
一
ま
た
指
導
ナ
べ
き
で
あ
る
Q

凶

監

査

の

範

囲

原
則
と
し
て
被
監
査
会
社
の
会
計
制
度
の
整
備
及
び
運
用
の
状
況
の
監

査
に
と
ど
め
る
と
と
ω

(

初
一
民
監
査
実
施
要
領
第
六
、
第
二
号
〉

す
な
わ
ち
、
正
規
の
財
務
諸
表
監
査
に
は
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。

ゆ
監
査
す
べ
き
事
項

監
査
す
べ
き
積
項
に
つ
い
て
は
、
初
度
監
査
実
施
要
領
第
六
、
第
一
二
号

に
お
い
て
卯
か
ら
同
ま
で
六
事
項
に
分
け
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
前
掲

せ
る
岩
田
教
授
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
を
次
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
要

約
き
れ
て
い
る
。

例
会
社
の
内
部
事
情
(
初
度
挺
査
実
施
要
領
第
六
、
第
三
号
制
)

制
損
益
及
び
原
川
に
関
す
る
計
算
処
理
の
原
則
及
び
手
続
ぺ
右
同
要

日
制
第
六
、
第
三
U
U
判
及
び
斗
〉

刷
会
計
記
帳
、
内
部
け
ん
制
及
、
ひ
内
部
監
査
の
組
織
ハ
右
同
要
領
・
第

六
、
鈴
一
一
一
号
同
開
及
び

N
U

と
れ
ら
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
陪
一
食
事
墳
の
う
ち
、
国
最
も
重
点
を
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
制
で
あ
っ
て
、
同
及
び
倒
は
刺
の
事
項
を
知
る

た
め
調
査
検
討
す
べ
常
一
事
一
顎
で
あ
り
、
従
っ
て
会
計
制
度
監
査
の
主
要
な

目
的
は
、
内
部
仲
間
制
組
織
の
隠
盗
に
あ
る
と
い
え
る
で
ふ
ろ

5
0



と
と
に
い
う
「
内
部
統
制
組
織
」
と
い
う
の
は
、
験
室
の
目
見
地
か
ら
の

場
合
の
意
味
で
あ
る
ο

一
般
に
は
、
も
っ
と
広
義
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
場

合
が
多
い
Q

(
註
)
一
J

内
部
統
制
刺
殺
ー
一
に
つ
い
て
は
)
立
記
著
書
、
論
文
、
そ
の
他

を
参
照
さ
れ
た
い
。

佐
政
孝
一
一
者
一
山
刊
誌
統
制
ru
山
d

心
と
ず
ち
会
計
制
皮
の
要
点
」

岩
田
削
減
「
内
部
統
制
ど
い
一
何
ぞ
や
」
産
業
経
場
、
附
和
二
六
年
十

月
号
係
十
一
念
、
第
十
号

遁
尚
一
所
地
南
省
企
諮
問
「
企
業
に
お
け
る
内
部
統
制
の
大
綱
」

同

「

内

部

統

制

の

実

施

に

関

ナ

る

手

続

要

領

」

古
川
栄
一
著
「
内
部
統
制
組
織
」

関
西
経
減
迷
令
会
つ
内
部
統
制
組
織
に
闘
す
一
る
研
究
」

制

監

査

手

続

最
査
の
手
続
は
(
同
協
査
す
べ
き
事
項
を
確
か
め
る
た
め
の
V

関
係
書
類

。
関
野
、
聡
員
等
化
対
L

ず
る
質
的
¥
説
場
の
樹
祭
、
証
一
引
い
よ
う
書
類
に
よ

る
帳
簿
の
誌
査
に
限
定
し
、
資
産
の
実
査
、
債
権
債
務
の
確
認
等
の
監
査

手
続

κ及
ゴ
な
い
と
と
Q

(

初
度
絞
査
実
施
要
領
第
六
、
泊
四
凶
号
U

⑮
会
計
制
度
監
査
の
実
施
要
領

ω
監

査

人

の

数

監
査
人
が
監
査
K
使
用
す
る
怜
助
者
は
、
一
名
を
超
え
な
い
も
の
と
す

る
こ
と
Q

ハ
初
度
品
取
査
実
施
要
似
体
六
、
第
五
号
〉

寸
な
わ
ち
、
乾
査
人
は
、
日
公
認
会
計
士
一
名
及
び
補
助
者
一
名
、
合
計

二
名
を
基
準
と
す
ろ
も
の
で
あ
っ
て
、
監
杢
責
任
者
は
、
公
認
会
計
上
で

戦
後
の
我
が
国
に
お
け
る
会
計
監
査
制
度

ふ
り
、
補
助
者
も
、
公
認
会
計
士
か
会
計
士
檎
が
望
ま
し
い
Q

ー
か
し
な

が
ら
、
個
々
の
熊
査
契
約
に
よ
っ
て
人
数
を
増
加
す
る
こ
と
は
か
ま
わ
な

、。

倒
昨
日
立
の
ほ
べ
?
に
厳
査
の
日
欽
、

こ
れ
ら
に
間
関
し
て
は
、
初
度
乾
査
実
施
要
領
第
六
、
第
六
号
よ
り
第
'L

号
ま
で
に
規
定
し
て
い
る
心

先
ず
、
時
慣
行
を
、
実
施
ず
る
時
期
の
順
序
に
従
っ
て
、
次
の
三
揖
叫
に
パ

分
し
た
。

同
基
礎
調
去
、

ω
朗
自
・
監
査
、
判
期
末
慌
小
金

制

基

礎

調

査

基
礎
調
査
に
お
い
て
は
、
被
監
査
会
社
の
会
計
制
度
の
整
備
状
況
及
が

と
れ
に
関
係
ふ
る
会
社
の
内
部
事
慢
を
謁
査
す
る
と
と
も
忙
、
会
社
の
色

め
る
会
計
制
度
、
か
、
会
社
の
現
状
に
鑑
み
、
民
つ
一
般
に
公
正
妥
当
主
認

め
ら
れ
た
基
準
に
照
合
し
て
、
適
当
か
ど
う
か
の
検
査
か
行
う
も
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
調
査
は
、
.
市
主
来
年
度
開
始
後
の
経
理
事
務
の
比
較
内
関
税
な

時
期
〈
大
体
三
ヶ
月
目
〉
げ
仏
、
原
則
と
し
て
本
屈
で
、
七
日
以
内
の
問
問
閣

に
連
続
L
て
実
施
す
る
。

次
に
、
と
の
基
礎
調
査
の
監
査
手
続
に
つ
い
て
は
、
初
度
陪
行
実
施
要

領
第
八
、
第
一
号
に
印
か
ら
川
ま
で
規
定
し
て
お
り
、
公
認
会
計
士
が
被

誌
を
会
社
花
対
し
て
提
河
合
要
求
ず
る
諮
資
料
ば
、
被
監
査
会
社
の
手
数

を
省
略
す
る
意
味
か
ら
、
な
る
べ
く
既
志
の
内
'
市
証
拠
に
限
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

初
会
殺
の
概
況
に
関
す
再
一
事
項
の
調
査

七



戦
後
の
我
が
国
に
お
け
る
会
計
監
査
制
度

例
会
計
組
織
に
関
ナ
ザ
也
事
項
の
調
査

付
会
計
処
理
に
関
ナ
る
事
項
の
調
査

同
照
悩
計
算
に
閥
ナ
ザ
也
事
項
の
調
査

関
内
部
け
ん
制
組
織
に
関
ナ
る
事
項
の
調
査

付
内
部
監
査
組
織
に
関
ナ
る
事
項
。
調
査

と
れ
ら
の
調
査
を
な
す
手
続
と
し
て
は
、
経
理
規
程
(
詑
一
)
そ
の
他

関
係
書
類
の
閲
覧
、
職
員
ハ
責
任
者
〉
に
対
す
る
民
間
生
す
の
手
続
が
な
さ

れ
る
の
で
あ
る
が
、
内
部
統
制
組
織
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
前
掲
せ
る

「
内
部
統
制
の
質
問
刈
番
」
門
会
計
制
皮
調
査
会
中
間
報
台
〉
が
用
い
ら
れ

る。
制

期

中

監

査

期
中
監
査
に
お
い
て
は
、
被
監
査
会
社
の
会
計
制
度
が
会
社
の
経
理
想

程
の
定
め
る
と
と
ろ
に
従
い
、
立
つ
、
芸
磁
調
査
に
よ
っ
て
確
め
ら
れ
た

と
と
ろ
に
従
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
監
査
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
と
の
監
査
は
、
基
礎
調
査
実
施
後
適
当
な
時
期
を
望
ん
で
、
一
月
に

つ
き
二
日
以
内
連
続
し
て
四
回
以
内
、
す
な
わ
ち
八
日
間
以
内
に
実
施
す

る。
次
に
、
と
の
期
中
監
査
の
監
査
手
続
に
つ
い
て
は
、
初
度
監
査
実
施
要

領
第
八
第
二
号
制
か
ら
伺
ま
で
に
規
定
し
て
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、

的
会
計
組
織
の
逗
用
欣
況
の
墜
恋

例
内
部
け
ん
制
組
織
の
運
用
の
監
査

内
重
要
取
引
の
会
計
処
刊
の
安
常
牲
の
監
査

同
内
部
段
査
の
翠
用
妹
況
の
監
査

二
一
入

と
れ
ら
の
監
査
を
な
す
手
続
と
し
て
は
、
現
場
の
視
察
、
担
当
者
に
対

ず
る
質
問
、
託
-
ひ
ょ
ラ
突
合
、
帳
簿
突
合
、
計
算
突
合
等
に
よ
る
帳
簿
記

録
に
上
る
詩
査
、
ま
た
は
、
監
査
計
阿
蓄
(
註
二
)
、
監
斉
報
告
書
、
監

査
調
書
(
註
三
〉
の
関
覧
等
が
行
わ
れ
る
。

納

期

末

監

査

期
末
監
査
に
お
い
て
は
、
被
監
査
会
社
の
決
算
に
お
け
る
帳
簿
の
集
計

整
理
及
財
務
諸
表
の
作
成
等
に
関
寸
る
手
続
が
、
会
社
の
経
理
規
程
に
定

め
る
と
と
ろ
に
準
拠
し
、
旦
つ
基
礎
調
査
K
よ
っ
て
確
め
た
と
こ
ろ
に
従

っ
て
当
該
監
査
の
対
象
と
な
っ
た
事
業
年
度
直
前
の
事
業
年
度
か
ら
継
続

し
て
行
わ
れ
て
い
る
か
け
と
う
か
を
監
査
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
監
査

は
、
修
正
前
詰
算
表
の
作
成
の
時
か
ら
財
務
諸
表
作
成
の
時
ま
で
の
間
に

お
い
て
、
七
日
以
内
の
日
数
を
も
っ
て
本
庖
で
行
う
。

次
に
、
こ
の
期
末
監
査
の
監
査
手
続
に
つ
い
て
は
、
初
度
監
査
実
施
要

領
第
八
、
第
三
号
的
か
ら
け
ま
で
に
規
定
し
て
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、

何
修
正
試
算
表
の
照
会

伺
期
末
決
算
整
理
の
適
否

判
財
務
諸
表
。
照
合

こ
の
よ
ラ
に
、
期
末
臨
査
の
手
続
は
、
主
と
し
て
照
合
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
。大
体
以
上
で
、
監
査
〈
初
年
度
U

の
区
分
及
び
夫
々
の
監
査
手
続
及
び

監
査
の
日
数
党
述
べ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
監
査
日
数
に
つ
い
て
は
、
合
計

二
十
三
日
を
超
え
な
い
も
の
と
限
定
し
た
が
、
と
れ
は
仙
の
監
査
人
。
数

と
共
に
、
被
監
査
会
社
の
強
い
要
望
で
定
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
た



被
民
査
会
社
と
の
個
々
の
監
査
契
約
に
よ
っ
て
臼
数
を
増
加
ず
る
こ
と
は

妨
げ
な
い
。

ハ
註
一
U

「
経
同
一
規
程
」

(

(

H

i

く
丘
町
〉
〉
円
円
。
丘
町
田
ぬ
沼
田
口
口
巳
〉

と
れ
は
、
企
業
が
自
己
の
会
計
経
浬
に
関
し
て
設
定
ナ
る
会
社
内
規

又
は
事
務
規
程
で
あ
り
、
企
業
内
の
会
計
処
理
の
統
一
化
、
確
実
化

及
び
迅
速
化
詮
図
り
、
公
認
会
計
士
監
査
を
容
易
に
し
、
内
部
監
査

の
運
航
官
を
令
理
化
し
、
そ
れ
に
茎
幣
を
与
え
る
効
果
が
あ
↑
否
。

経
理
規
程
の
構
成
は
、
多

t
は
①
総
刻
、
②
帳
簿
及
び
勘
定
紅
識

③
余
銭
会
計
、
③
物
ロ
開
会
計
、
ゆ
財
務
会
計
、
品
川
原
価
計
算
、
⑦
予

算
統
制
、
③
内
部
除
査
.
の
各
般
に
亘
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
れ
か
)
設

定
ナ
る
に
は
、
企
業
会
計
原
則
、
財
務
諸
表
情
中
則
、
財
務
諸
表
規
則

(
託
収
)
を
十
分
考
慮
し
、
内
部
け
ん
制
組
織
伊
織
り
込
み
J

、
監
歪

覚
的
準
と
の
調
整
左
凶
り
、
し
か
も
営
該
事
業
の
特
質
に
適
合
ナ
る
よ

う
印
刷
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ω

青
木
茂
男
「
段
査
じ
経
制
規
程
」
監
資
、
第
一
櫓
修
八
号
、
昭
和
二

五
年
十
二
月
。
こ
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ハ
註
三
〉
「
監
査
計
蘭
書
」
ハ
〉
邑
庄
司
H10
四
日
目
〉

こ
れ
口
、
既
査
手
順
苔
、
民
登
予
定
表
、
監
査
目
録
な
ど
と
も
呼
ば

れ
る
よ
う
に
、
同
此
去
の
実
施
に
営
り
、
叫
民
査
事
務
の
町
民
以
り
を
つ
け

各
同
県
の
な
ナ
ペ
き
事
務
の
範
聞
を
明
示
し
、
そ
の
責
任
百
限
定
ナ
る

た
め
に
、
民
査
の
手
順
順
序
に
関
ナ
る
計
画
左
記
載
し
た
一
覧
表

で
あ
る
ο

た
お
、

「
監
査
計
画
」
に
つ
い
吃
は
、
左
記
論
女
を
参
照
さ
れ
た

戦
後
日
叫
我
が
日
制
に
お
け
る
会
計
監
査
制
度

い。
佐
藤
孝
一
「
監
査
計
画
に
つ
い
て
」
段
査
、
第
一
一
巻
策
九
号
、

m
m
m

二
六
年
十
月

間

島

四

郎

「

駐

車

品

計

図

書

に

つ

い

て

」

右

向

右

岡

山
野
芥
房
一
郎
「
監
査
計
百
と
監
査
計
画
書
」
右
目
右
向

(
註
一
一
一
〉
「
段
査
調
書
」
ハ
〉
忌
常
当

2
Eロぬ

E
Yろ

と
れ
は
、
監
査
人
が
監
査
実
施
に
蛍
り
、
そ
の
報
山
一
日
書
作
成
の
た
め

の
安
料
と
し
ザ
」
白

b
作
成
し
、
可
〈
は
被
監
査
会
社
そ
の
他
よ
り
得
た

る
菩
類
或
は
計
算
書
を
い
い
、
従
来
「
監
査
執
務
者
」
と
か
、
「
監

査
手
続
害
」

E
か
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
述

L
た
安
本

「
監
査
基
準
」
で
は
「
監
査
詞
菩
」
と
い
っ
て
い
る
。

と
の
庶
査
調
書
は
、
品
F
A

査
実
施
上
極
め
て
堂
一
安
な
も
の
で
あ
る
か

ら
、
と
れ
を
如
何
に
速
に
効
呆
的
に
作
成
ナ
る
か
は
、
監
査
を
如
何

に
合
理
的
に
行
う
か
に
直
結
ナ
る
と
い
わ
れ
ち
。
な
お
、
と
れ
は
会

社
の
貫
一
安
事
項
に
亙
る
も
の
で
る
る
か
ら
、
監
奇
人
以
慎
重
に
整
担

保
存
し
、
依
頼
人
の
許
可
な

t
他
人
に
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
示
し

七
は
な
る
た
い
。

な
お
、
「
監
査
調
書
」
に
つ
い
て
は
、
左
記
論
文
を
参
照
さ
れ
た

い。
野
本
体
之
助
「
監
査
調
書
に
つ
い
て
」
監
査
、
第
一
巻
第
八
号
、

昭
和
二
五
年
十
二
月

「
監
査
制
警
の
内
容
に
つ
い
て
」
第
二
命
第
一
一
号
、

昭
和
二
六
年
十
二
月

fRJ 

二
一
九



戦
後
の
我
が
国
に
お
け
る
会
計
監
査
制
度

右、右、

久
保
田
平
一
同
二
郎
「
監
査
調
書
生
成
の
議
論
」
前

渡
辺
義
雄
「
ウ
オ
1
ヤ
ン
グ
シ

l
F
に
対
ナ
る
所
感
」
同

同

監

査

報

E
口
書

前
述
せ
る
監
査
証
明
規
則
第
二
条
の
「
法
ハ
託
務
取
引
法
)
第
百
九
十

一
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
公
認
会
計
士
の
監
萱
証
明
は
、
当
該
公
認

会
計
士
が
実
施
し
た
監
査
に
基
い
て
作
成
す
る
監
査
報
告
書
に
よ
り
行

5

も
の
と
す
る
」
と
の
規
定
に
よ
り
、
初
度
監
査
に
お
い
て
も
、
監
査
証
明

は
監
査
報
告
書
を
も
っ
て
す
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
公
認
会
計
士

が
、
被
監
査
会
社
の
採
用
す
る
会
計
制
度
に
関
す
る
怠
見
を
、
監
査
報
告

書
に
よ
り
明
瞭
に
し
て
、
し
か
も
簡
潔
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
っ
て
、
と
の
場
合
の
淑
告
書
は
、
い
わ
ゆ
る
「
短
文
式
監
査
報
告

書
」
〈
註
)
が
採
用
さ
れ
る
。

(
註
〉
「
民
査
報
告
書
」
(
〉
口
弘

R2.田
知
町
H
V
O
吋P

〉ロ門出
H
H
同
町
匂
O
『骨〉

こ
れ
は
、
監
査
人
が
実
施
し
た
段
査
の
概
要
及
び
企
業
の
会
計
処
理

並
び
に
財
務
諸
表
に
関
ナ
る
意
見
守
簡
潔
明
瞭
に
記
載
ナ
あ
書
式
で

監
査
人
報
告
書
、
或
は
会
計
士
報
告
書
と
い
う
。
従
来
、
と
れ
を

「
監
査
証
明
書
f

一
と
呼
ぶ
も
の
が
多
数
あ
っ
た
が
、
監
査
は
客
観
的

事
実
の
註
切
で
は
な

t
し
て
、
大
部
分
は
窓
凡
の
表
明
で
あ
る
か
ら

証
明
書
と
い
う
べ
き
で
ね
な
い
。
こ
の
故
に
、
米
図
の
進
歩
的
学
者

は
「
監
査
意
見
書
」

P
呼
ん
で
い
る
位
で
あ
る
の

監
査
報
告
書
は
、
時
見
交
の
種
類
や
利
用
目
的
の
来
具
、
或
は
依
頼

者
と
の
契
約
如
何
な
刊
と
に
よ
り
自
ら
招
詮
刀
、
珠
山
す
一
が
、
大
体
に
お
い

て
次
の
ご
純
が
あ
る
u

。

③
長
文
形
式
報
告
書
ハ
H
O口
問
句
。
吋
H
H
H

〉
口
弘
津
問
団

3
3・
F
O口問

同
O
円
詰
河
内
七
。
H
A
V

⑧
短
文
形
式
報
告
書
ハ

ωMMG三
ヲ
}
吋
ヨ
〉
え
た

m
o
u
S
F
ω
『

5
3

明，

O
『
邑
河
内
旬
。
円
円
)

③
長
女
形
式
報
告
警
は
、
従
来
殺
が
凶
で
も
用
い
ら
れ
た
も
の
で

主
と
し
て
絞
待
者
の
別
鈴
の
た
め
、
或
は
銀
行
な
ど
の
信
一
川
貸
与

者
の
要
求
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
も
の
で
、
次
の
よ
う
な
形
式
を

と
る
。

①
序
文
、
⑦
経
営
成
総
、
財
政
扶
態
、
貸
借
・
対
照
奏
項
円
及
び

内
部
け
ん
制
組
織
に
開
ず
る
註
釈
世
一
口
、
(
川
北
A

倹
対
照
表
.
損
盆

計
算
書
、
剰
余
公
許
算
書
た
巴
一
竺
の
諸
表

⑧
短
文
形
式
報
告
書
は
、
主
と
し
て
株
主
や
銀
行
、
そ
の
他
債
権

者
に
提
供
さ
れ
る
公
表
。
財
務
訪
表
に
附
帯
ず
る
よ
う
に
企
画
さ

れ
た
も
の
で
、
米
国
に
感
ん
に
用
い
ら
れ
る
。
今
日
早
に
「
報
告

書
」
左
い
え
ば
、
こ
れ
殺
意
味
す
る
程
で
あ
る
。

ζ

の
短
文
形
式

報
告
警
は
、
大
体
次
の
二
項
目
か
ん
一
成
l
i

つ
℃
い
る
の
が
普
遁
℃

あ
あ
。

①
監
査
人
の
監
査
範
閣
に
つ
い
て
の
一
簡
潔
な
陳
述
(
範
囲
文
節
)

②
企
業
の
会
計
処
湿
及
び
財
務
諸
表
に
関
す
る
意
見
の
表
示

ハ
意
見
文
節
)

民
査
人
は
、
監
査
の
実
施
可
〈
は
監
査
人
の
意
見
に
関
す
れ
ν

自
己
の

責
任
そ
限
定
し
よ
う
と
ナ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
項
(
限
定
事

項
〉
争
政
究
報
告
世
間
に
腕
僚
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



な
お
、
政
資
報
密
警
に
ジ
い
て
は
、
左
記
官
帯
誉
を
参
照
ゼ
ら
れ
た

い
Q

位
藤
孝
一
苓
「
庶
佐
一
報
告
」

近
浮
弘
治
者
「
時
間
査
報
奇
書
」

四
烏
四
郎
著
「
政
査
報
告
書
」

例
監
査
報
告
書
記
載
事
項

初
皮
監
十
台
に
お
け
る
監
賓
報
告
書
へ
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
は
、
初
度

監
査
実
施
要
領
第
七
に
規
定
し
て
あ
り
、

川
公
認
会
計
士
が
実
施
し
た
蛇
査
の
範
囲
及
び
手
続
の
蹴
要
説
び
に

初
度
監
査
実
施
要
領
陀
従
っ
て
実
施
し
た
場
合
に
は
そ
の
回
目
。

例
会
社
の
会
計
制
度
が
適
正
に
確
立
き
れ
、
且
つ
有
効
に
運
用
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
当
該
公
認
会
計
士
の
意
見
一
也

以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
記
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
ぺ

制
監
査
報
告
書
の
一
様
式

監
査
報
告
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
証
券
取
引
委
員
会
と
し
て
は
別
段

の
様
式
を
一
不
さ
子
屯
問
委
員
会
は
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会
に
対
し
必
要

な
る
指
示
を
な

L
、
同
協
会
に
於
て
種
々
研
究
の
結
果
、
そ
の
様
式
を
記

載
例
を
も
っ
て
公
表
し
た
。
そ
れ
を
φ

め
げ
れ
ば
次
頁
の
よ
う
で
あ
る
。

倒

監

査

慨

裂

語

と
の
監
査
概
要
武
田
陀
つ
い
て
は
、
初
度
監
査
実
施
要
領
に
お
い
て
は
、

第
九
(
初
反
政
査
に
お
け
ち
段
査
概
要
書
の
捻
品
に
関
ナ
る
規
定
)
及
び

第
十
(
監
変
淑
要
脊
の
記
載
事
項
に
闘
ナ
E
規
定
)
に
規
定
さ
れ
て
お
っ

た
の
で
あ
る
が
、
何
せ
初
度
蛇
査
が
訟
が
函
に
お
い
て

ω始
め
て
の
法
定

戦
後
の
我
が
国
に
お
け
る
会
計
監
斉
制
度

院
査
な
る
に
か
ん
が
み
、
こ
の
監
査
概
要
蓄
の
取
扱
に
つ
い
て
mm
和
二
十

六
年
十
二
月
二
十
八
日
証
券
取
引
委
員
会
よ
り
各
財
務
局
長
列
の
通
ち
ょ

う
誌
発
第
三
二
六
号
「
監
杢
概
要
書
の
取
政
ピ
つ
い
て
」
へ
以
下
「
概
要

書
通
ち
ょ
う
」
と
い
う
)
を
も
っ
て
通
達
公
表
さ
れ
た
Q

監
査
概
要
書
は
、
臨
査
報
告
書
の
よ
う
に
、
箱
四
区
分
及
び
意
見
応
分

-V一
明
瞭
に
し
て
、
し
か
も
簡
潔
に
記
載
す
る
の
で
は
た
く
て
、
伊
川
一
孟
の
概

要
と
意
見
を
な
る
べ
〈
詳
細
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

証
券
取
引
委
民
会
及
び
被
監
査
会
社
に
髄
査
概
要
書
を
提
出
す
る
・
が
、

「
概
要
普
通
ち
ょ
う
」
は
、
証
券
取
引
委
員
会
に
提
出
す
ベ
き
概
妥
警
に

つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
φ

め
る
。

し
か
し
て
、
証
券
取
引
委
員
会
〔
現
大
蔵
省
〉
は
、
と
の
監
査
概
要
蓄

に
よ
っ
て
、
当
該
監
査
証
明
が
適
正
に
実
施
さ
れ
た
か
否
か
を
審
査
し
、

正
式
に
受
理
す
べ
ぎ
か
否
か
ゆ
判
定
と
な
す
資
料
と
な
る
心

ハ
設
〉
岩
田
秋
授
は
、
「
段
葦
報
告
書
」
及
び
「
捻
査
概
要
警
」
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
参
考
に
な
る
の
で
そ
O
ま

ま
引
用
さ
せ
て
い
た
だ

to
(
簿
記
公
計
ハ
ン
ド
プ
y

夕
、
二
一
一
一
文
)

会
計
制
皮
監
査
の
監
査
報
告
に
つ
い
て
一
a

準
則
一
の
規
定
す
る
と

こ
ろ
ぷ
従
え
ば
、
公
認
会
計
士
は
、
佐
川
査
注
実
施
し
た
結
果
ー
‘
会
計

制
皮
に
関
す
る
窓
日
A

号
表
明
す
る
た
必
、
報
告
品
一
円
丈
作
成
せ
ね
ば
な

ら
な
い
Q

乙
の
報
告
書
に
は
こ
種
の
別
が
あ
る
。
一
門
戸
、
財
務
諸
表

に
添
附
し
て
外
部
に
公
表
ナ
る
も
の
で
、
恥
一
査
抗
告
書
一
戸
4

M

円
ば
れ

吾
。
他
は
会
社
及
び
設
採
取
引
委
員
会
の
参
考
に
供
ナ
る

t
o
で
此

一一



戦
後
の
我
が
国
に
お
け
る
会
計
監
査
制
度

却株式会社

事業年度{昭和26年7月1日から)
L昭和26年12月31日までi

〈第:[5期〕

甲株式会社
取締役社長乙野太郎殴

作成日昭和27年2月20日

京芸耳東京都千代田区丸ノ内1丁目5蕃地

事務所名 内野公認会計士事務所

公認会計士丙野次郎@
電話和田倉局 (20)1100呑

1. 弘は甲株式会社の昭和26年7月1日から昭和26年12月31UI乙至る事業年度にお

ける会計制度の整備及び運用の状況を厳査した。

2. この臆査に当日ては、証券取引委員会の定める初皮監査の取扱裂漬(昭手!]26年

よ『浴第199l才通ちょう〉に準拠して、書類の閲覧、帳簿記録の誠査、現場の祝祭

並びに立U~者Ic対する質問等会社の実情にかんがみ私が必要と認めた監査手続を

実施した。

3. 私t工、同会社の広める会計制度は会社の現状にかんがみ、一般に公正妥当と認

められた主主準l乙照して、 iおおむね、適正に確立され、凡つ、有効化運用されてい

るものと認めた。なお、この霊長査は、会計制反の整備及運用状況についてのみ必

要左認められた胎査手続を実施したもので為るから、財務諸表についての意見を

表明できない。.

会社と私との利害関係

私は次の関係が特別の利害関係l乙該当するか否かの確定を証券取引委員会に照

合した。

1. 私は、昭和25年10刀株式会社A銀行を退職した。

2. 私は冶 A銀行所有1乙係るピJレの一部を事務所として借用している。

3. 会社はA銀行から常業資金を借用している。

これに対し同ヒ委門会より昭和26年7月10日証発500ほかもって次の如き回

答を受取った。すなわち、

A銀行退職前の地位、事務所の賃貸借契約が公正妥当であって、なんら、特

別の利益の供給を受けていないとと及びA銀行と会社との取引額は両者の財政

状態に照らして持に重要視する程度のものでないこと等により特刈の利害関係

K該当しない。なお、以上の関係はその後引継き公克を生じていない。

上記の通り報告いたじます。

ぐぱ本標準規j各B4 . 257 >< 3M粍〉
〈渡辺、浅f也、原、藤原共著財務諸表規則、監査証明規則]解説 P .298ヨリ〕

書〈初度〉告報査監



査
概
要
警
と
い
う
o

と
れ
ば
外
部
に
公
表
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
@
と
の
両
者
は
遜
常
の
腔
査
に
お
け
る
短
文
形
式
と
自
民
文
形
式

P

報
告
書
に
そ
れ
ぞ
れ
該
賞
ナ
る
も
の
で
あ
る
。
範
囲
区
分
お
土
び
意

見
区
分
の
記
載
要
件
は
、
両
者
に
よ
っ
一
一
呉
る
。
政
査
報
告
詳
は
、

で
告
る
だ
け
簡
潔
明
瞭
に
、
監
査
の
概
要
と
窓

λ
を
記
載
ナ
る
と
と

に
な
っ
て
い
否
。
時
取
査
枇
要
舎
は
、
監
交
の
概
要
と
意

A
を
な
る
べ

く
詳
納
に
記
載
ナ
る
。
叫
民
査
概
要
舎
の
範
囲
一
区
分
は
証
務
取
引
委
員

会
の
参
考
に
供
ナ
る
た
め
提
出
し
、
意
児
区
分
に
相
仲
間
ナ
ち
部
分
は

会
社
の
参
考
に
供
ナ
る
と
と
を
建
前
と
し
た
も
の
で
あ
る
Q

従
っ
て

憲
司
地
区
分
に
お
い
}
し
は
、
監
査
人
は
、
所
口
A

を
柚
也
、
べ
る
と

E
も
に
、

改
一
一
及
改
善
に
関
ず
る
指
示
勧
告
左
記
載
ナ
る
の
で
る
る
。

監
査
概
要
書
の
取
扱
に
つ
い
て
は
、
「
概
要
書
道
ち
ょ
う
」
の
前
文
に

次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
Q

同
監
査
概
要
書
の
提
出
命
令
は
、
読
券
取
引
委
員
会
よ
り
世
接
営
該

公
認
会
計
士
宛
個
人
語
謹
ナ
る
。

伺
右
概
要
議
。
提
出
期
は
、
核
段
査
会
社
の
事
業
年
一
氏
終
了
後
二
ケ

月
以
内
と
し
、
提
出
ナ
ペ
き
概
要
舎
の
数
は
一
還
と
ナ
る
。

品
開
山
市
概
要
舎
は
、
営
設
公
認
会
計
士
よ
り
直
接
在
地
付
取
引
努
員
会
に

提
尚
ナ
る
も
の
と
ナ
る
。

M
H

監
査
概
要
書
の
標
準
様
式
は
別
紙
の
一
抗
日
と
す
る
一
ω

と
の
ω刊
に
規
定
し
て
ゐ
る
標
準
様
式
を
参
考
の
た
め
次
頁
に
示
し
て
お

〈
と
と
に
す
る
。

ハ
註
)
「
監
査
紙
面
賞
品
背
C

取
扱
に
つ
い
て
」
の
詳
細
に
ワ
い
で
ね
、
左

戦
後
の
我
が
国
に
お
け
る
会
計
監
査
制
度

認
を
参
照
さ
れ
た
い
。

渡
辺
実
稿
「
監
査
概
要
書
の
取
扱
に
つ
い
て
」
監
査
、
策
三
傘

第
一
号
、
昭
和
二
十
七
年
二
月

ω
初
年
度
監
査
契
約
そ
の
他

ω
監

査

契

約

(

註

)

証
取
法

κ規
定
し
て
い
る
監
査
証
明
は
、
荘
一
小
川
取
引
委
員
会
が
、
そ
の

主
体
と
な
っ
て
行
う
の
で
は
な
く
し
て
、
依
頼
人
で
あ
る
被
聡
査
会
社
と

監
査
人
で
九
一
る
円
公
認
会
計
士
と
の
問
の
自
由
契
約
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る

の
で
あ
り
、
証
券
取
引
委
員
会
は
、
被
践
査
会
社
と
公
認
会
計
士
と
の
自

由
契
約
に
基
く
韓
査
証
明
智
、
間
接
に
統
制

L
、
且
つ
利
用
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。

ハ
註
)
「
監
査
契
約
」
門
〉
ロ
門
白
骨
内
O
B
円
H
S
3

と
れ
は
、
監
査
委
鳴
に
関
ナ
る
笠
査
人
と
被
政
盗
会
献
と
の
問
の
契

約
。
乞
い
う
。
監
査
人
が
監
査
を
引
変
け
る
に
除
し
て
は
、
先
ず
修
一

に
、
民
査
の
種
類
、
佐
賀
、
範
囲
、
目
的
な
ど
そ
明
孫
に
決
定
ナ
る

必
要
が
あ
る
。
何
故

η
ら
ば
、
捻
査
に
は
、
種
類
多
〈
、
ま
た
そ
の

程
類
に
上
っ
て
監
査
人
の
責
任
、
必
要
人
員
、
経
費
に
相
営
の
相
違

が
生
ず
る
か
ら
で
あ
ち
o

そ
乙
で
、
監
査
玄
関
始
ず
る
前
に
、
一
定

の
書
式
の
段
査
契
約
蕃
又
は
委
鳴
警
な
適
正
に
作
成
し
、
委
嘱
事
項

期
間
、
報
酬
、
足
査
の
程
類
、
範
囲
、
欧
恋
人
の
受
資
事
項
な
ど
を

記
載
し
、
厳
正
に
保
存
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

初
皮
肉
凡
査
を
行
う
に
際
し
て
、
監
査
契
約
書
そ
の
他
民
っ
き
経
済
団
体

連
合
会
と
日
本
公
認
会
計
±
協
会
の
協
議
に
よ
わ
規
定
さ
れ
た
の
が
後
記

一← 
一
一一



戦
後
の
我
が
国
に
お
け
る
会
計
監
査
制
度

様式

度〉

00株式会社

事業年度(臨 芸 i 

〈初監査概要書

日から
日まで

豆E整取引委員会政
日提出月年昭和

事務所所在地

事務所名

主主認会計士

電話 局(.) 
〈日本標準規洛B生257x36Q.粍〉

@ 

第一前示事噴

商号

本屈の所在地

支底、工場の数

2. 会社の営む主要業務

~. 監五の対象となった事業年度

被監査会社の商号、本屈の所在地並びに支広及び工場の数1. 

二
二
四

昭和 年
昭和 年

丸監査従事者

監査責任者:A
補助者:B 

て注) 1.監査責任者ーをA、補助者をBの記号で表わすこととL、以下この
記せを間用ずること。

2.補助者につし、てほ、公認会計士、会計士補、計理士等の資格を氏

名1乙冠記するとと。

5. 監査従事者と会社との利害関係

A 

月から}事業年度
目1ヒ至るf

月
月

公認会計士

ー可.-一ーーーー一一一ー一一一~.."""_."一一一一ー一一一ーーー---一一一一 一一一ー-----ー‘ー一一ー一ー・ーー一ーーー『一一ー一 一ーー ー.._-...宇一ーー一・ーー 一一一 ー一司----ーーー・ーョ ー 噌

〈日本標準規格B~， 257;: 3(;，'，粍〉

B 



ぃ…ー

「
肝
心
両
日
l

b一一一
um一昨一ト

6 監査実施の期日及び回数

査

第41円l

査

第1回

第 2回

第8回

&~: 
工rn.

調

期中監査

礎

末j羽

1i!i 戦
後
の
我
万
国
に
お
け
る
設
計
監
査
制
度

ムーさ一口合

監査を実施じた場所、期日及び日数

場 所|
A 
i 日数!

B 
期 日 期 日 !日数 i

;本 届: a 同君主i I!か与) 日凶脳和平凡円から}I日間昭 日ま 昭和年月日までJ! ，_. IRJ 

昭和年足日 日筒昭和21白から)日間
昭和 日まで | 

昭和年月日 日間 昭和年月日 日間

昭昭和和 年年 月月 日日かまでら}I臼間 昭和室月日から) 日間昭和 月日まで

00支局 b 昭和年月日 日間昭君主 1日から¥I 日間l

00支庖: c 臨年月日22)日間昭和年月日 日間l
。 。ヱ場:d 昭和年月日 1 日間昭和年月日 日間

o 0 工場 e 一円 日明日目主主)目隠|

合 計[ 一¥J町向「一一一一一一一J調|

7. 

五

(注〉場所1t.，本!苫、支庖、工場等の名を兵体的i己記入し、 a、b、c等の記号で

表わすとととし、以下この記号を使屈すること。

く日本標準規格B4251λ3tH粍〉

日月年昭和監査報告書作成日8. 
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第
二
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実
施
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開
表
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査
項
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場



t註
)
1. 
大
主
主
自
の
変
更
は
で
き
な
い
が
，
小
頃
日
は
例
示
に
過
さ
、
な
い
の
で
監
査
責
任
者
に
お
い
て
重
要
と
認
め
る
項
目
に
改
め
る
と
と
が
で
量
る
と
と
。

2. 
寄
生
蛤
託
会
社
が
原
伺
[
計
算
叉
除
内
部
監
青
年
宮
地
し
て
い
な
い
ul
合
に
は
，
当
該
仰
に
該
当
事
項
な
し
と
記
入
す
る
己
ι
。

3. 
期
日
間
}
土
，
~
査
を
官
お
し
托
月
日
在
記
入
す
る
こ
と
。
(
例
)
10
，18: 
10 
1
1
8，
 
10
，1
8
-
2
0
:
 
1
0
/
1
8
-
2
0
 

4. 
t甚
所
は
，
前
;J:;:
事
項
0:>
7
に
使
用
せ
る
;
記
波
君
主
品
っ
て
:;0
入
す
る
と
と
。

5. 
従
事
者
は
，
前
ノ
'1==事
痕
に
使
崩
せ
る
記
波
を
品
つ
t
記
入
す
る
と
と
。

6. 
j主
蒋
の
有
無
欄
}
土
，
1
1
-
項
目
に
関
す
る
士
宮
程
が
も
ー
す
る
か
吾
か
を
調
査
し
，
存
す
る
草
J1干
に
は
当
該
項
目
の
有

J!!~欄
に
t
-

cPを
記
入
す
る
と
主

0
7. 
方
法
摘
に
つ
い
t
は
.

~雪J喧
l
-
1
r
-
1
f
誌
の
設
当
関
に
レ
印
を
記
入
す
る
と
ι
。

8. 
必
要
と
J思
わ
れ
る
参
者
事
誕
は
坦
1]紙
に
言
日
入
す
る
己
と
と
l
-
，
l
.
土
議
援
を
注
(
1
)
，
法
(
2
)
0:>
よ
号
に
備
琴
欄
に
記
入
す
る
己
と
。

経過;;l
9~'~S

固と~1?会1Z1
4ti高
縦
細
事
秘

1111
-¥J 



戦
後
の
我
、
カ
国
に
お
け
る
会
計
能
査
制
度

;i、

第三会計制度に関する監査責任者の意見

監 査 項 意 見

1. 経理l乙関ずるE量産

の整備状現

• 

2. 会 計 組 織

3. 会 言十 手 続

4. 原 価 言十 算

. . 
5. 内部けん制組織

o. 内 吉日 監査

7. 決 算 関 係

総 評|

各項目毎に!ヌ分じて意見を述ベ、特!L重要と恩われる事項があると

きは、とれを具律的l乙示して意見を述ぺること。

総評欄には、会計制度合体lきつい主の意見を記入するとと。

〈日本標準規格B4 257x3uの

1 

2. 

〈註〉



の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
参
考
の
為
陀
か
か
げ
て
お
く
と
と
化
す
る
Q

山
間
初
年
度
会
計
制
度
監
査
契
約
書
の
一
書
式

初
年
度
会
計
制
度
覧
査
契
約
書

監
査
委
嘱
明
者

0
0
0
o
r
監
査
長
帽
明
者
公
認
会
計
士

0
0
0
0
と
は
、

監
査
受
昭
一
者
一
が
院
本
五
委
嘱
昔
と
訊
採
取
引
法
第
百
九
十
一
一
一
粂
の
二
に
況
定

ナ
ろ
特
別

ο
別
筈
関
係
に
な
い
ζ

と
な
監
査
受
病
者
が
確
認
し
た
上
、
左

の
、
通
り
監
査
契
約
詮
給
ぶ
Q

一
、
取
食
の
目
的
及
び
鈎
周
ナ
る
瞥
去
手
続
の
基
準

川
町
目
的
註
券
取
引
訟
第
百
九
十
三
条
の
二
に
工
る
初
辛
皮
O

監

手
一
証
明

伺
手
続
罰
持
取
引
委
員
会
の
定
め
る
初
年
度
監
査
の
要
領
説
ぴ

に
手
続
ハ
昭
和
二
十
六
年
七
月
二
十
宝
司
、
託
総
策
百

九
十
九
号
越
ち
ょ
う
〉

一
一
、
監
査
の
対
象
と
な
る
事
業
年
度

i

l

ヨ
門
付
一
羽
己
‘

3

自

1

f

H

3

5

j

貴

男

奈

川

J

初

年

月

一
エ
、
監
査
開
始
時
期
及
び
実
施
ナ
る
日
数

時

期

ω
基

礎

調

査

例

期

中

監

査

制

期

末

監

査

問
、
監
査
報
告
書
の
種
類
、
数
並
び
に
提
出
期
日

数

提

出

期

口

目

、

治

年

が)

監
査
報
告
書

日召
辛口

戦
後
の
我
が
国
に
お
け
る
会
計
監
査
制
度

日日

事
議
年
民

日

数

月

日

例

監

盗

概

要

書

蓮

昭

和

年

月

日

豆
、
民
査
受
嘱
者
と
委
照
会
社
と
の
漣
絡
に
常
る
会
社
職
員
の
氏
名
、

所
属
部
課
及
び
役
職
名

方
不
十
杭
え
は
差
支
の
場
令

六
、
主
た
る
京
査
を
行
う
場
所

七
、
報
酬
の
板
、
そ
の
支
椀
の
時
期
及
び
方
法

川

間

報

酬

金

額

例
中
市
〈
挑
の
時
期
及
び
山
刀
法

八
、
と
の
契
約
書
に
定
め
の
な
い
事
項
に
関
し
て
は
、
本
契
約
書
別
紙

一a
初
年
度
入
会
計
制
度
段
杢
契
約
約
款
」
に
よ
る
Q

と
の
監
査
契
約
の
証
と
し
で
本
契
約
書
誌
過
を
作
成
し
‘
殺
事
者
各
登

遜
砕
い
保
有
す
る
。

間

m
和

年

委

日

目
μ

鴻

者
〈

本

信

)

ハ

商

且

U
U

(
代
表
者
氏
名
〉

嘱

者
(
事
務
所
所
在
地
)

(
事
務
所
名
稽
〉

ハ

氏

名

)

公

認

会

計

士

ω
初
年
反
会
計
制
度
監
斎
契
約
約
款

策
一
条
監
査
委
開
明
者
(
円
以
下
甲
と
い
う
)

E
監
査
受
嘱
者
(
以
下
乙
と

。

。
@ 

。
。

受

o
c
o
o
 @ 

二
二
九



戦
後
の
我
が
固
に
お
け
る
会
計
監
査
制
度

い
う

)
E
は
、
互
に
協
力
し
七
信
義
を
守
り
、
誠
実
に
と
の
契
約
を
履

行
ナ
る
。

第
二
条
む
は
.
昭
和
二
十
六
年
七
月
二
十
五
日
程
総
第
百
九
十
九
号
謡

ち

h
h
に
定
め
る
初
皮
監
査
の
要
領
並
び
に
手
続
に
従
つ
一
」
証
券
取
引

法
第
五
九
十
一
一
一
粂
の
こ
に
よ
る
初
皮
監
査
を
実
施
し
、
契
約
守
所
定
の

期
日
ま
で
に
右
遜
ち
よ
う
に
定
的
ろ
監
査
報
告
書
並
び
に
監
査
概
要
蓄

を
甲
に
提
出
ナ
る
。

第
一
一
一
条
乙
は
、
登
査
の
実
施
に
蛍
り
、
監
査
の
た
比
四
に
甲
の
事
務
議
行

を
妨
げ
、
甲
の
税
務
、
株
主
総
会
関
係
等
の
書
類
の
準
備
に
混
滞
を
生

ぜ
し
め
な
い
よ
う
留
意
ナ
る
Q

第
四
条
乙
は
、
補
助
者
の
一
汀
震
に
つ
い
て
、
一
切
の
責
伝
言
負
う
。

第
五
条

L
が
、
監
査
の
た
あ
甲
の
主
た
る
監
査
を
一
行
う
揚
所
所
在
地
以

外
に
出
張
ナ
る
と
き
は
、
甲
の
了
解
を
得
て
出
張
ナ
否
。

甲
が
む
に
文
梯
う
出
張
費
の
計
算
占
刀
法
は
、
経
済
団
体
連
合
会
、
日
本

公
認
会
計
士
協
会
の
協
定
に
よ
る
「
初
年
度
の
監
査
に
関
ナ
る
扱
例
規

定
」
に
よ
る
。
出
張
費
は
、
そ
の
必
要
が
生
じ
た
と
き
支
排
う
ο

、
第
六
条
甲
は
、
監
交
の
実
施
期
間
中
む
の
執
務
に
適
ナ
る
場
所
を
提
供

七
、
且
つ
、
そ
の
質
問
事
項
に
つ
き
主
と
し
て
藤
谷
ナ
る
責
任
者
と
相

互
の
要
禁
事
項
を
伝
達
ナ
る
職
員
と
を
定
あ
る
。

第
七
条
甲
は
、
己
か
ら
登
査
を
行
う
に
営
っ
て
必
要
と
認
治
る
帳
簿
、

一
託
ひ
ょ
う
書
類
、
そ
の
他
会
社
の
諸
規
程
、
議
事
録
、
諸
表
、
誌
記
録

隼
の
諾
養
料
の
閲
覧
を
求
あ
ら
れ
た
と
ぎ
は
速
か
に
ζ

れ
に
膝
ず
る
。

用
は
乙
か
ら
前
項
の
諾
安
料
に
つ
き
そ
の
総
本
の
交
付
ん
一
求
め
ら
れ

。

た
と
き
は
、
甲
に
備
付
け
の
あ
る
も
の
に
限
り
、

ζ

れ
を
る
に
交
付
ナ

答
。

第
八
粂
甲
は
、
乙
の
会
百
え
は
口
頭
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
速
か
に
回

品
片
岡
を
ナ
る
。

策
九
条
甲
が
自
己
の
都
合
に
土
り
監
査
若
手
前
に
契
約
を
解
除
し
た
と

き
は
、
白
に
文
掛
っ
た
報
酬
の
返
還
を
請
求
し
な
い
。
ま
た
若
手
後
に

解
除
し
た
と
き
は
J

甲
は
、
契
約
し
た
報
酬
の
金
額
を
乙
に
支
拐
う
Q

停
十
条
乙
が
、
天
災
事
変
若
し

t
は
病
気
そ
の
他
己
む
を
得
な
い
塞
-
由

に
よ
コ
て
、
契
約
の
履
行
が
不
可
抗
ま
た
は
著
し
〈
困
難
と
な
っ
た
と

き
は
、
る
は
巡
滞
な
〈
叩
に
そ
の
旨
b
L

申
出
で
契
約
を
解
除
ナ
る
。

前
項
の
契
約
解
除
の
事
尚
が
生
じ
た
と
き
は
、
甲
は
、
乙
の
由
中
出
が

な

t
セ
も
契
約
を
解
除
ナ
る
と
と
が
で
き
る
。

前
二
項
の
相
朝
合
、
契
約
解
除
の
事
由
が
生
じ
た
時
が
監
変
着
手
前
で

あ
る
判
明
人
(
日
に
は
、
乙
は
、
肢
に
受
領
し
た
報
酬
し
ピ
甲
に
返
還
ナ
る
。
ま

た
監
査
若
手
後
で
あ
る
揚
合
に
は
、
報
酬
の
攻
扱
に
つ
い
セ
は
、
契
約

解
除
の
時
期
、
監
査
の
進
行
扶
況
そ
の
他
を
勘
案
し
て
、
甲
乙
の
協
議

に
よ
コ
て
{
足
あ
る
。

第
一
度
に
よ
っ
て
乙
が
契
約
注
解
除
し
た
場
合
に
は
、
乙
は
、
甲
に

後
任
者
を
推
薦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

但
し
、
甲
は
る
の
推
薦
し
た

も
の
以
外
の
も
の
と
契
約
ナ
る
と
と
が
で
き
る
Q

山
第
十
一
条
甲
な
ら
び
に
乙
は
、
琵
多
取
引
設
第
百
九
十
三
条
の
こ
の
集

三
項
に
定
必
る
特
別
の
一
利
害
関
係
の
有
無
に
つ
き
、
相
互
に
ナ
分
な
情

報
を
提
供
す
る
。



契
約
後
、
前
墳
の
刑
判
札
口
関

ww
注
生
じ
、
そ
の
原
因
が
専
ら
乙
の
仰
に

あ
る
競
合
に
は
、
乙
は
遅
滞
な
く
艇
に
受
航
し
た
報
酬
を
返
還
し
て
契

約
を
併
除
ナ
る
Q

前
条
第
四
演
の
規
定
は
、
品
別
項
の
場
合
に
と
れ
を
準
用
ナ
る
。

契
約
後
、
第
一
項
。
別
谷
関
係
主
主
じ
、
そ
の
原
因
が
専
ら
甲
の
仰

に
る
る
場
合
に
は
、
契
約
解
除
に
伴
う
献
酬
の
一
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

第
九
条
た
適
用
ナ
る
ο

修
十
三
条
前
三
条
の
認
定
に
よ
っ
て
契
約
が
解
除
さ
れ
た
場
合
に
は
、

L
Hい
監
査
の
経
過
b
t

詔
載
ナ
る
た
必
に

L
が
翻
製
し
た
害
類
及
び
特
約

に
よ
り
む
の
所
有
と
な
っ
た
甲
の
諸
規
程
、
諸
表
、
議
事
録
、
謄
本
山
中
干

の
祭
料
左
甲
の
委
嘱
し
た
後
任
者
に
引
渡
ナ
。

第
十
三
僚
乙
は
、
次
の
判
明
令
に
は
甲
の
交
け
た
損
答
な
賠
償
ナ
る
。

一
、
乙
が
、
公
認
会
計
士
法
第
二
十
七
条
に
定

po秘
結
を
守
る
義
務

を
犯
し
、
甲
に
拐
容
を
与
え
た
場
合

二
、
乙
が
第
十
一
一
僚
に
定
冶
る
義
務
ル
」
怠

B
、
乙
の
責
に
婦
ナ
ペ
き
理

由
に
よ

D
監
査
報
告
書
が
無
効
と
な
コ
た
場
合

一
ニ
、
監
査
報
告
書
が

L
の
責
に
帰
ナ
ベ
き
理
由
に
土
日
一
世
券
取
引
委
員

会
に
よ
っ
て
一
気
理
ぜ
ら
れ
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
甲
が
損
告
を
受
け
た

接
合制
初
年
一
氏
監
査
報
酬
規
定

第
一
俊
乙
の
報
酬
規
定
は
、
財
務
苓
類
め
監
査
諮
問
聞
に
関
ナ
る
規
則
、

(
昭
和
二
十
六
年
託
務
取
引
委
員
会
規
則
第
問
号
〉
に
よ
コ
て
公
総
会

計
士
の
行
ろ
一
初
年
度
の
監
歪
が
町
会
計
制
度
監
査
準
則
」
(
以
下
準
則

戦
後
の
裁
が
国
に
お
け
る
会
計
監
査
制
度

と
い
予
〉
に
準
拠
し
て
訂
わ
れ
る
相
場
合
に
適
用
ナ
る
も
の
と
ナ
る
。

第
二
条
監
査
証
明
の
報
酬
紙
は
、
登
事
禁
年
皮
に
つ
き
、
報
告
書
の
作

成
料
乞
合
あ
て
扮
七
万
円
と
ナ
る
ο

第
一
一
一
条
監
査
人
が
、
監
査
の
た
あ
松
監
査
会
社
の
津
信
所
在
地
(
主
た

る
監
査
を
う
け
る
場
所
が
本
応
以
外
に
ら
る
判
明
合
に
は
そ
の
所
存
地
〉

外
に
出
張
ナ
る
と
き
は
、
第
二
条
の
報
酬
額
の
外
に
出
張
費
を
加
算
ナ

旬。。出
張
費
は
、
交
活
費
、
宿
泊
料
、
食
卓
料
及
び
日
常
に
分
け
る
。

交
遁
授
、
宿
泊
料
及
び
食
卓
・
科
は
実
費
に
よ
る
。

日
常
は
、
次
の
よ
う
に
定
あ
る
Q

公

認

会

計

士

一

日

に

つ

き

コ

一

、

0
0
0
円

会
計
士
補
そ
の
他
の
職
員
一
日
に
ヲ
き
一
一
、

0
0
0
円

日
目
的
計
算
の
日
数
は
、
旅
行
の
た
あ
、
準
則
に
定
め
る
期
中
監
査
員

数
そ
超
過
ナ
る
場
合
の
そ
の
超
え
る
部
分
の
日
数
と
し
、
一
日
に
病
た

な
い
端
数
は
一
日
と
ナ
る
。

監
査
人
の
事
務
所
が
本
広
所
在
地
ハ
主
た
る
監
査
を
ろ
け
る
場
所
が

ホ
広
以
外
に
ち
る
場
合
に
は
そ
の
所
在
地
上
り
遺
陥
の
地
に
あ
る
場
合

は
出
張
費
に
フ
い
て
は
常
時
者
の
協
議
に
よ
り
、
第
一
項
の
「
彼
監
法

会
社
の
本
宿
所
在
地
ハ
主
た
る
監
査
や
山
う
け
る
場
所
が
本
広
以
外
に
あ

る
場
合
に
は
そ
の
所
在
地
〉
を
「
そ
の
事
務
所
の
所
在
地
」

E
積
換
え

る
ζ

と
が
で
き
3
u

第
四
条
報
酬
の
亥
扮
労
訟
は
、
営
時
者
の
協
議
に
よ
っ
て
定
め
る
。
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〈第1表〉 公認会計ょが監査契約した会社数

被監査会問!刊行「司可市l'8) 9) ]村両市目玉7!?
1 (!ol A ，，1 .，，，1 1 (11 "i ~ I ，，1 ，，1 .， I 1 1 A I .， I 一一

会計士数159' 4:31 251 ]0] 2i 51 3121 21 11引21111i iw 
〈註〉平均スレノて、会計士1人平均3社トナツテイルガ温数値ノ分布E主力
ラ推シテ 1人平均2社ト見Jレベキデアロウ。
上記表中ニハ、 2人以ヒノ公認会計土ガ共同契約シテイルモノ12名
(会社数18t.J.:)ヲ含ム。

!Jt1.査補助者の監査従事状況

(第2表〉 監査補助者の従事人員数lとより区分した会社数

|旦九割一日-El2I 3 I 4l_~_~J_百
戸会社試し吐_~~__111 I 10 I 1 I 1I 1 47~J 
く註)J二記友r{:J、 6人、 8人ノ;補助者ヲ使丹jシタモノハ、外資ヲ導入シタ彼
監査会社ニオイテ正規ノ財務監査ヲ行ツタ特例ニ属スル。補助者ヲ使
用シナカツタ公認会計士〈監査責任者〉ハ似人アツタ。
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戦
後
の
我
が
国
に
お
け
る
会
計
監
査
制
度

防
法
定
監
査
対
象
会
社

昭
和
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
現
在
の
法
定
路
杢
対
象
会
社
に
つ
い
て

の
調
査
が
、
大
蔵
省
理
財
局
証
券
第
一
課
(
監
査
係
〉
よ
り
発
表
さ
れ
て

お
る
の
で
参
考
の
た
め
に
掲
げ
て
お
く
Q

法

定

監

査

対

象

会

社

「
昭
和
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
現
在
」

大
蔵
省
理
財
局
証
券
第
一
課
(
監
査
係
〉

本
表
の
作
成
方
法

て
本
表
は
昭
和
二
十
七
年
七
月
末
現
在
に
お
け
る
法
定
監
査
の
対
象

と
な
る
会
社
(
証
券
取
引
法
第
四
条
に
よ
る
届
出
の
効
力
の
生
じ
た

有
価
証
券
の
発
行
会
社
叉
は
上
場
有
価
証
券
の
発
行
会
社
で
資
本
金

一
億
円
以
上
の
も
の
〉
の
集
計
を
示
す
。

こ
、
各
表
中
括
弧
数
字
は
上
場
有
価
証
券
の
発
行
会
社
で
あ
っ
て
証
券

取
引
法
第
四
条
に
よ
る
届
出
の
効
力
の
生
じ
て
い
な
い
会
社
を
内
書

と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
二
、
会
社
の
資
本
金
な
昭
和
二
十
七
年
七
月
末
現
在
ま
で
に
証
券
取
引

法
第
四
条
に
よ
タ
O

回
出
の
効
力
の
発
生
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の

募
集
が
既
に
完
了
し
て
い
る
も
の
と
毘
倣
じ
て
調
査
し
た
。

四
、
各
表
中
「
前
回
と
の
増
減
比
較
」
は
凶
回
調
査
時
昭
和
二
十
六
年

九
月
三
十
日
現
在
の
会
社
数
と
の
比
較
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

宏
、
前
回
調
査
に
お
い
て
対
象
と
な
っ
て
い
た
無
尽
会
社
八
社
は
「
相

互
銀
行
」
に
改
組
さ
れ
た
た
め
対
象
会
社
中
よ
り
除
外
さ
れ
た
。

六
、
業
種
別
分
類
は
日
本
標
準
産
業
分
類
の
中
分
類
に
よ
っ
た
。

八

ゆ
初
年
度
監
査
従
事
者
に
関
す
る
調
査
事
項

初
年
度
に
お
い
て
、
公
認
会
計
士
と
被
監
査
会
社
と
の
聞
に
、
前
述
せ

る
よ
ラ
な
監
査
契
約
を
結
び
、
監
査
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
初

年
度
に
お
け
る
監
査
状
況
に
つ
い
て
、
す
な
わ
ち
、
監
査
に
従
事
し
た
隠

査
責
任
者
〈
当
該
公
認
会
計
士
〉
及
び
監
査
補
助
者
(
資
絡
は
限
定
さ
れ

て
い
な
い
〉
の
監
衣
従
事
状
況
に
つ
い
て
、
こ
れ
叉
、
大
蔵
省
理
財
局
証

券
第
一
一
課
に
お
い
て
調
査
し
、
明
治
学
院
大
学
教
授
、
渡
辺
実
氏
が
公
表

し
て
お
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
参
考
の
た
め
に
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

(
註
〉
監
査
、
第
一
一
一
港
第
五
号
、
昭
和
二
十

t
年
十
一
月

仰
の
法
定
監
査
対
象
会
社
の
表
に
あ
る
主
う
に
、
昭
和
二
十
七
年
七

月
三
十
一
日
現
在
の
被
監
査
会
社
総
数
段
、
五
四
七
社
で
あ
る
一
が
、

そ
の
中
監
査
契
約
未
締
結
の
会
社
及
び
契
約
獄
況
不
明
の
会
社
合
計

六
九
社
が
あ
コ
た
た
め
、
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
被
監
査
会
社
数
は

四
七
八
社
で
あ
る
。

以
上
が
、
大
体
初
度
監
査
と
は
い
か
な
る
監
査
で
為
る
か
、
ま
た
い
か

に
実
施
さ
れ
た
か
を
相
当
詳
納
は
解
説
し
た
の
で
あ
り
、
次
に
寸
次
年
度

監
査
」
以
下
の
説
明
に
入
る
わ
け
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
上
、
以
下
は

次

号

に

ゆ

ず

る

と

と

に

す

る

。

ハ

未

完

〉

(
治
一
司
)
初
年
度
監
査
の
解
説
に
常
コ
ザ
」
段
、
一
橋
大
学
絞
授
岩
日
銭

殺
授
、
及
び
明
治
学
院
大
学
歎
授
、
企
業
会
計
饗
査
員
波
辺
出
光
教
授

の
詩
論
稿
に
負
う
と
と
ろ
一
極
め
て
多
い
Q〈

一
九
五
五
・
ニ
・
一
一
四
)




